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強いアメリカの復活 

シェールガスによって、世界のエネルギー情勢は大

きく変わりそうです。まず、米国を含めた北米地域で

のシェールガス、オイルの採掘により、中東に依存

していた石油や天然ガスの重要性が低下していま

す。本来米国向けに開発されていた中東やオースト

ラリアの天然ガスは、行き場を失い、欧州へ市場を

求め、その余波で高値で売れなくなったロシア産天

然ガスは、中国や日本へ流入しようとしています。グ

ローバルな原油やガス価格は、シェールガス、オイ

ルの増加に伴って、安定化してきたと言えるでしょ

う。 

米国の海外へのエネルギー依存度の低下、安価な

シェールガスを利用した米国化学産業の再興など

を通じて、米国の貿易収支は、将来、好転が予想さ

れます。石油の中東依存に伴う軍事費の増加は歯

止めがかかり、将来、財政赤字も好転するかもしれ

ません。 

このようにエネルギー輸入消費大国の米国が、逆に

輸出可能な資源大国となるのですから、その影響は

大きいと言えます。以下に、筆者の担当する機械・

輸送用機器セクターで好影響を受けそうな関連銘

柄群を列挙してみます。 

直接恩恵のある機械銘柄群 

シェールガス開発のため、採掘用の土地の整備に

キャタピラーやコマツなどの建設機械が使用されて

います。森林や山を切り開いて平らな土地を造成し、

アクセス道路も作ります。排水処理用の池も掘りま

す。工期は短いため使用される建機はレンタルで調

達され、次から次へと井戸が採掘されているようで

す。 

シェール層からは、ガスばかりでなくオイルも採掘さ

れますが、特殊な溶剤を使用してオイルを採掘する

ため、溶剤の分離に使用される巴工業の遠心分離

機の需要が見込まれます。 

タダノのクレーンにも需要が見込まれます。タダノの

クレーンは気温等の採掘条件が厳しい土地や、シェ

ールガスを利用する化学プラント建設に使用される

ことが多いようです。建設計画は多く、今後着工が

増加する見込みです。 

採掘されたシェールガスを液化するためにコンプレ

ッサが使用されます。極低温で液化したガス

（LNG）は、輸送するのにクライオジェニックポンプ

が使われます。この分野では、荏原製作所や日機

装に実績があります。 

シェールガスを液化したLNGの日本への輸出が米

エネルギー省、カナダ政府によって承認、認可され

ています。LNGを日本へ運ぶ LNG船は三菱重工

業や川崎重工業が得意です。また、両社は、高効

率発電用ガスタービン技術も持ち合わせていて、そ
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の面でも恩恵を受けそうです。 

輸送前後の LNG を貯蔵するタンクは、同工事の大

手としてトーヨーカネツが挙げられるでしょう。 

天然ガス由来の自動車用燃料へ 

北米でのシェールガス供給量の増加とともに、GTL

（Gas To Liquid）プラントを導入し、軽油や灯油、

ナフサといった液体燃料を作り、従来の石油由来の

燃料を代替しようという動きがあります。この GTL プ

ラントの反応容器（主要工程で使われる FT リアクタ

ー）は、非常に大きいものです。通常の反応容器は

工場で製造され、実際の建設現場に運ばれて据え

付けとなりますが、GTL 用の反応容器は通常の容

器の 5 倍と大きく、輸送が難しいため、建設現場で

の精密な溶接が必要となります。この反応容器で実

績があるのが日立造船です。 

（図表 1） 日立造船の GTL リアクター 

 

出所：日立造船より写真提供 

 

自動車用の燃料として考えた場合、天然ガスとして

使うか、上記のように液体燃料にしてから使うかに分

かれます。天然ガスを燃料として使用する場合、高

圧レギュレータや CNG 用インジェクタが必要になり

ます。これらのガス燃料システム部品は、愛三工業

の実績が豊富です。 

軽油ならばディーゼルエンジン 

米国の自動車は大型の商用車を除くと、多くがガソ

リンを燃料としています。前述のGTLによって、シェ

ールガスから軽油が製造されると、一般の乗用車で

もディーゼルエンジンの比率が高まってくる可能性

があります。また、天然ガスと軽油の両方を使うディ

ーゼルデュアルフューエルエンジンの開発、使用も

考えられます。日本の自動車メーカーで、ディーゼ

ルエンジンに強い会社は、トラックメーカーのいすゞ

自動車や日野自動車です。また、ディーゼルエンジ

ン用燃料噴射装置として、高圧コモンレールシステ

ムを製造しているデンソーも恩恵を受けそうです。 

自動車用燃料を転換するとなると、環境規制の変更

も含めて、国の政策的後押しが必要です。天然ガス

や軽油シフトによる恩恵銘柄は、現段階では可能性

がありそうだという「連想」銘柄で、まだ確度は低いこ

とには留意が必要です。 
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